
感 謝 録
◆ ボランティア

●鞍月スポーツクラブ　　　●真宗ビハーラの会石川

●ひまわり会　●末日聖徒イエスキリスト教会

●PL有志（ひまわりの会）　●笑いヨガ石川

●ひだまりグループ　　　　●あやめの会

●踊りの会　　　　　　　　●いなば生花店

●新畑ミュージック企画　　●みんよう麻の会

●オカリナフレンズ・ブルーマウンテン

●いしかわ・金沢風と緑の楽都音楽祭実行委員会

●いしかわ・金沢風と緑の楽都音楽祭実行委員会

●石坂　節子　　　●西村　コト

●岡崎ひろ子　　　●酒井　善章　　　●清水　良子

●西浜　正子　　　●久村　雅子　　　●勝尾外美子

●錦織　安子　　　●岡　　加代　　　●中野　吉隆

●荒木　　實　　　●高窪千寿子　　　●村尾　和子

●中日新聞社会事業団　北陸支部　●西原物産㈱

●山河由喜枝

●その他匿名31名

２月～４月

◎ 実習・体験
専門学校アリス学園・介護実習１（万陽3名）
金沢福祉専門学校・介護実習Ⅱ（万陽1名）
北陸大学・教育職員免許法の特例に基づく介護等体験
　　（プラザ1名）
石川県社会福祉協議会・石川県介護支援専門員
　　実務研修（プラザ1名）
金城大学・2017年度ソーシャルワーク実習（三陽1名）
金城大学・社会福祉相談援助実習（ハビリ1名）

◎ 施設開放
＜本園研修室等＞
三口新町第一町会　　三口新町東町会
三口新町南町会

金沢大学・介護実習（三陽1名）
仁愛女子短期大学・職場体験（みずき1名）

◎ 社会貢献活動
内川スクールサポート隊（第三・ハビリ）
崎浦クリーン作戦（本園）

ご厚意ありがとうございました。

（順不同・敬称略）
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平成30年4月11日に

グループホーム「もみじ」が新しくオープンしました 　第三万陽苑とハビリポート若葉・若竹では、平成28年5月
から、地域貢献活動の一環として「金沢市立内川小中学校
子ども見守りボランティア」の活動にスクールサポート隊
の一員として、同地区住民の方々の手が回りづらい下校時
間に参加しています。今後も同地区の子ども達の安全の寄
与に努めていきます。

【活動内容】
　内川小中学校から内川公民館までの下校見守り、付き添い。
【活動時間】
　第三万陽苑：木曜日（第二・第三）14：45～
　ハビリポート若葉・若竹：金曜日（毎週）14：45～

　これまでは、築43年の借家で平成６年から男性
５名の障害を持った方が生活をしていました。平成
18年に起きた長崎県の認知症高齢者グループホーム
での火災がきっかけとなり消防法が改正され、自動
火災報知機やスプリンクラーの設置が義務付けされ
設置しました。グループホーム「もみじ」も老朽化に
伴い防火設備や入居者の高齢化と重度化によって、
階段やお風呂場、トイレなどが使いづらく危険だった
ため、新築移転する運びとなりました。定員は２名
増員し７名となり、新たに虐待や災害から一時的に
保護する２部屋を設置しました。バリアフリー化にも
力を入れ、段差をなくしスロープやホームエレ

ベーターを完備すると共に、本園とハビリポート
若葉・若竹に繋がる緊急通報装置も設け、安全で快適
な生活環境が整いました。また、オープンキッチンと
なり、家庭的な雰囲気で自立につながる取り組みも
できるようになりました。
　２年前に新築移転したグループホーム「あおば」
は、女性７名で同様な設備です。グループホーム
「さくら」は、男性７名で昨年に改築工事を行い、
１階に１部屋の増床とバリアフリー化した玄関にお風
呂もリニューアルしました。
　総勢21名の利用者が就労Ａ型やＢ型で日中に働き、
世話人の支援を受けながら活発的に生活しています。

　昨年完工した本園改築整備事業で造られた
陽徳広場にて、初めての陽風観桜会が開かれ
ました。
　利用者様、職員共に笑顔の溢れる時間とな
りました。

　4月に行われた第63回金沢市長旗争奪軟式野
球大会において念願の初優勝を果たしました。

１回戦 VS オートまつもと　　　5対2で勝利
２回戦 VS ピースアライアンス　2対1で勝利
準決勝 VS 能登印刷　　　　　　2対1で勝利
決　勝 VS DC北野ジパング　　 3対1で勝利

　次は7月21日（土）に開催される「第36回
全国社会福祉軟式野球大会北陸ブロック予選
大会（野々市市民野球場）」で優勝し、全国大会
出場を目指します。
　陽風園野球部は第二試合（11：20開始）に出場
予定です。

内川小中学校から内川公民館までの通学路を児童生徒に同行

グループホーム

★

★

★
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■ 経営基本計画に掲げる平成30年度改修等の入札結果
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平成29年度　事業報告及び決算状況topics

※詳細については、法人HPの情報開示にてご覧になれます。　https://www.yofuen.com/disclosure/

資産合計 13,168,871,482 負債及び純資産合計 13,168,871,482

純資産合計 10,602,554,707

次期繰越活動増減差額 5,603,688,169

　　その他固定資産 1,068,300,250 その他積立金 586,746,000

　　建物 8,624,492,823 国庫補助金等特別積立金 2,861,207,854

　　土地 1,442,043,278 基本金 1,550,912,684

　　基本財産 10,066,535,101 負債合計 2,556,316,775

固定資産 11,134,835,351 固定負債 2,005,082,020

流動資産 2,034,036,131 流動負債 561,234,755

勘 定 科 目 金 　 　 額 金 　 　 額勘 定 科 目
貸借対照表

次期繰越活動増減差額 5,603,688,169

その他の積立金積立額 315,000,000

その他の積立金取崩額 363,551,000

基本金取崩額 196,140,333

当期末支払資金残高 1,786,324,430 当期末繰越活動増減差額 5,358,996,836

前期末支払資金残高 1,754,527,672 前期繰越活動増減差額 5,473,751,764

当期資金収支差額合計 31,796,758 当期活動増減差額 △114,754,928

勘 定 科 目
資金収支計算書 事業活動計算書 （単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

決算報告（概略）

金 　 　 額 勘 定 科 目 金 　 　 額

　平成29年4月1日から平成30年3月31日までの期間における園の
事業実績を、次のとおり報告いたします。

  ❶ 福祉サービス向上への取り組み
（１）社会福祉事業の目的に従い、福祉サービス利用者の尊厳を守り

ながら、自立した生活を地域社会において営むことができるよう
に支援することと、地域における社会福祉の推進を図るため、経
営基本計画に基づき、各々の施設において事業計画を策定し、
利用者個々のニーズ、地域の福祉ニーズ、さらに時代のニーズ
に即応できるよう質の高いサービス提供に努めました。また、

「私たちの信条」のもと、陽風一家が一丸となり事業に取り組む
ことを旨としました。

（２）総合的な修景整備のため、花木の植栽をはじめ、広場、スクエア、
プロムナードの設置などの外構整備工事が完成しました。

（３）不審者侵入対策として、第二万陽苑では、防犯カメラとセンサー
を設置しました。

（４）地域包括ケアの充実のため、陽風園地域福祉プラザでは、新たに
住民主体型認知症カフェを開催しました。

（５）快適生活空間創出事業として、グループホームもみじは新築工
事を、グループホームさくらでは、建物1階部分の全面リフォーム
工事を行いました。

（６）みずきこども園が4月1日から認定こども園に移行しました。

  ❷ 在宅福祉サービスへの取り組み
　在宅サービス及び施設機能の提供
　　ア　短期入所サービス　　　カ　居宅介護支援事業
　　イ　通所介護サービス　　　キ　生活援助員派遣事業
　　ウ　訪問介護サービス　　　ク　子育て支援・世代間交流
　　エ　配食サービス　　　　　ケ　地域生活の援助
　　オ　在宅者の福祉相談援助　コ　指定特定相談事業　　　

  ❸ 地域交流・社会貢献・施設機能の強化
　施設の開放
　　ア　地域の町内会等への場所提供
　　イ　見学視察の受け入れ
　　ウ　ボランティア・実習生の受け入れ

  ❹ 防災への取り組み
　陽風園の全事業所の防災体制については、スプリンクラー設備、
消火栓設備、自動火災報知設備、非常通報設備等を整備すると
ともに、保守及び定期点検を行い、災害発生に備えました。また、
園総合避難訓練等の他、災害図上訓練や状況シナリオ創出型訓練
を行い、防災意識の向上に努めました。

  ❺ 職員の資質向上への取り組み
　社会福祉士や介護福祉士などの各種資格取得にむけて必要な
援助を行いました。

陽風園経営基本計画
topics

　陽風園経営基本計画2018を策定、冊子を発行し、職員に配布
しました。
　内容は、今後5か年における「計画の概要」「事業別の現状と
課題」「経営方針」「事業計画」「財政計画」「将来の展望」の全6章
に分けられています。特に第4章「事業計画」では39の行動計画
を掲げ、達成すべき管理指標を具体的数字でそれぞれ設定いたし
ました。
　今回の5か年計画では、本園改築整備事業完工後の新しい施設
環境を活かすため、ソフト面の充実等を図ることが特徴となって
います。
　管理指標の数字については、5年間における社会情勢の変化や
制度改正等が起こり得るため、3年目に見直しを図ります。
　冊子化し職員に配布したのは、地域におけるセーフティネットの
一翼を担い、時代が求める福祉ニーズに応えようとする陽風園の
事業継続と、今後のさらなる発展のため、職員全員が陽風一家の
一員として、管理指標の達成を意識し、同じベクトルを向いて日々
の職務を遂行していくためです。
　この陽風園経営基本計画2018は、法人ホームページの情報開示
からどなたでもご覧いただくことができます。我々は時代や地域の
求めるニーズに応え、よりきめ細かな福祉サービスを提供するため
に、本計画の達成に努めて参ります。

施 設 名 事 　 項 選 定 業 者 金 額 （円） 備 　 考

第二万陽苑 居室他改修工事 （株）岡　　　組 25,380,000 5社入札

第三万陽苑 施設内改修工事 （株）豊　蔵　組 96,120,000 8社入札

ハビリポート
若葉・若竹

１

２

３ 外構整備工事 （株）本田工務店 27,432,000 6社入札不調
最低入札社と随契
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（単位：円）

（単位：円）

決算報告（概略）

金 　 　 額 勘 定 科 目 金 　 　 額

　平成29年4月1日から平成30年3月31日までの期間における園の
事業実績を、次のとおり報告いたします。

  ❶ 福祉サービス向上への取り組み
（１）社会福祉事業の目的に従い、福祉サービス利用者の尊厳を守り

ながら、自立した生活を地域社会において営むことができるよう
に支援することと、地域における社会福祉の推進を図るため、経
営基本計画に基づき、各々の施設において事業計画を策定し、
利用者個々のニーズ、地域の福祉ニーズ、さらに時代のニーズ
に即応できるよう質の高いサービス提供に努めました。また、

「私たちの信条」のもと、陽風一家が一丸となり事業に取り組む
ことを旨としました。

（２）総合的な修景整備のため、花木の植栽をはじめ、広場、スクエア、
プロムナードの設置などの外構整備工事が完成しました。

（３）不審者侵入対策として、第二万陽苑では、防犯カメラとセンサー
を設置しました。

（４）地域包括ケアの充実のため、陽風園地域福祉プラザでは、新たに
住民主体型認知症カフェを開催しました。

（５）快適生活空間創出事業として、グループホームもみじは新築工
事を、グループホームさくらでは、建物1階部分の全面リフォーム
工事を行いました。

（６）みずきこども園が4月1日から認定こども園に移行しました。

  ❷ 在宅福祉サービスへの取り組み
　在宅サービス及び施設機能の提供
　　ア　短期入所サービス　　　カ　居宅介護支援事業
　　イ　通所介護サービス　　　キ　生活援助員派遣事業
　　ウ　訪問介護サービス　　　ク　子育て支援・世代間交流
　　エ　配食サービス　　　　　ケ　地域生活の援助
　　オ　在宅者の福祉相談援助　コ　指定特定相談事業　　　

  ❸ 地域交流・社会貢献・施設機能の強化
　施設の開放
　　ア　地域の町内会等への場所提供
　　イ　見学視察の受け入れ
　　ウ　ボランティア・実習生の受け入れ

  ❹ 防災への取り組み
　陽風園の全事業所の防災体制については、スプリンクラー設備、
消火栓設備、自動火災報知設備、非常通報設備等を整備すると
ともに、保守及び定期点検を行い、災害発生に備えました。また、
園総合避難訓練等の他、災害図上訓練や状況シナリオ創出型訓練
を行い、防災意識の向上に努めました。

  ❺ 職員の資質向上への取り組み
　社会福祉士や介護福祉士などの各種資格取得にむけて必要な
援助を行いました。

陽風園経営基本計画
topics

　陽風園経営基本計画2018を策定、冊子を発行し、職員に配布
しました。
　内容は、今後5か年における「計画の概要」「事業別の現状と
課題」「経営方針」「事業計画」「財政計画」「将来の展望」の全6章
に分けられています。特に第4章「事業計画」では39の行動計画
を掲げ、達成すべき管理指標を具体的数字でそれぞれ設定いたし
ました。
　今回の5か年計画では、本園改築整備事業完工後の新しい施設
環境を活かすため、ソフト面の充実等を図ることが特徴となって
います。
　管理指標の数字については、5年間における社会情勢の変化や
制度改正等が起こり得るため、3年目に見直しを図ります。
　冊子化し職員に配布したのは、地域におけるセーフティネットの
一翼を担い、時代が求める福祉ニーズに応えようとする陽風園の
事業継続と、今後のさらなる発展のため、職員全員が陽風一家の
一員として、管理指標の達成を意識し、同じベクトルを向いて日々
の職務を遂行していくためです。
　この陽風園経営基本計画2018は、法人ホームページの情報開示
からどなたでもご覧いただくことができます。我々は時代や地域の
求めるニーズに応え、よりきめ細かな福祉サービスを提供するため
に、本計画の達成に努めて参ります。

施 設 名 事 　 項 選 定 業 者 金 額 （円） 備 　 考

第二万陽苑 居室他改修工事 （株）岡　　　組 25,380,000 5社入札

第三万陽苑 施設内改修工事 （株）豊　蔵　組 96,120,000 8社入札

ハビリポート
若葉・若竹

１

２

３ 外構整備工事 （株）本田工務店 27,432,000 6社入札不調
最低入札社と随契
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　４月から向陽苑崎浦の施設長に就任
しました。
　福祉施設勤務は初めてで、「特養」や
「老健」はよく耳にしましたが、「養護

老人ホーム」とは何かと、調べてみてはじめて「養護老人
ホーム」の制度が分かりました。
　向陽苑崎浦では昨年度は向陽苑木曳野と共同で、県内
の市町へご協力をお願いさせていただいたとのことです。
そして、今年度は住民により身近な民生委員の皆様に制
度をご説明させていただきたいと考えているところです。
　また、今年の４月には「陽風園経営基本計画2018」が
公表され、今後５年間の経営ビジョンが示されました。
向陽苑崎浦も具体的目標値が掲げられたところであり、
これを達成するため関係者皆様方のご支援、ご鞭撻を
いただきながら、ご利用者に活気ある生活の場が提供
できるように、日々邁進していきたいと思いますので、
どうぞよろしくお願い致します。

　本年４月から、この歴史と伝統のある
陽風園でお世話になっております。
　前職は、金沢市役所で38年間勤めて
まいりました。福祉の分野は、介護保険

や障害福祉など10年の経験がありますが、また一から
勉強し直そうと思っています。
　陽風園は、我が国で最も長い歴史を有する社会福祉
施設であり、それだけに、その歴史に誇りと責任を持っ
て、時代の変化に呼応し、また時代をリードしていく
だけの気概を持たなければならないと思います。
　福祉の仕事は、一つとして同じもののない一人ひとり
のかけがえのない人生に対して、自分がいかにして真摯
に向き合えるのかが問われていると思います。
　多くの人生の先輩方がいるこの陽風園で仕事ができる
ことに感謝し、少しでも皆様方の心豊かな生活のお手伝
いができればと思っています。そしてまた、その中で
自分自身も経験を積み、成長していきたいと思います。
　微力ではありますが、園の発展と皆様方の幸せのため
に全力を尽くしてまいりますので、ご指導・ご鞭撻を
よろしくお願いいたします。

離任式謝辞全文はじめまして
greet

就任のご挨拶

竹　元　　　勝
向陽苑崎浦　施設長

　７月１日に陽風園の理事長に就任しま
した糸屋吉廣です。よろしくお願いします。
　140年を超える陽風園のなりたちから
現在の状況や今後の課題などを職員から

聞き、併せて多くの施設を見て回りました。約1,000人の入
居者、年間延べ83,000人を上回る利用者、約530人の職員
を抱えるこの陽風園の歴史の重みと、救護施設、介護老人
福祉施設、障害者支援施設から認定こども園等々まで経営
するふところの広さ深さに圧倒されています。
　この３月まで公益財団法人金沢市スポーツ事業団の理事
長として３年間勤めました。事務局がある金沢市総合体育
館の午前中は元気な高齢者で一杯です。80歳代のおばあ
ちゃんが底冷えする冬の体育館で、半袖で卓球やバレーボー
ルに汗をかいています。昼間はお母さん方のテニス教室、
夕方は幼稚園や学校帰りのキッズやジュニアの時間です。
夜間は仕事帰りの社会人が疲れを癒し明日のエネルギーを
充填するたまり場で、明るい笑い声が一日中体育館に広がっ
ています。軽い事故や怪我は日常茶飯事で、それはスポーツ
をする者の自己責任で片付けられます。

　先日、入居者が思いがけずに転倒した報告書が回って
きました。軽い怪我だったのですが家族への連絡や病院へ
の搬送・受診、何故起きたのかの考察や今後の注意点など
事細かな報告でした。仕事の内容が一変しました。
　私はもともと市役所の職員で様々な仕事に関わってきま
した。税、スポーツ、工業、保健、衛生（墓地・火葬場）、観光、
市民参画、防災・安全、人事、教育、ガス・水道などです。
そして、多様な仕事を通してその向側にいる市民の皆様や
産業界などの皆様とお付き合いをさせて頂き、自分なりに
成長してきたと思っています。
　ただ、福祉の経験はありませんでした。私が係長時代の
30数年前に尊敬する先輩から「これからは福祉の時代」と
のお話を伺い、一度は福祉の仕事をしてみたいと思っていま
した。今、思いがけず福祉の仕事に携わることになりました。
この仕事が私の人生最後の仕事になると思います。人生の
最後に福祉にめぐり合う事が出来ました。「人事は人と時の
巡り合わせ」そんな出会いに感謝を忘れず、職員と一緒に
陽風園の150年へ向けて微力を傾けて参りたいと考えて
います。皆様の陽風園に対するご理解ご支援をこれまで
同様、心からお願い申し上げまして就任にあたっての挨拶と
いたします。

糸　屋　吉　廣
理 事 長

松　倉　剛　弘
事務局次長

　本日、皆様方のご厚意を賜り身に余る立派な離任の
式を催して下さいました。誠に有難うございます。本来
ならば、去る者は静かに消え去るのみというのが、個人
的な理想でありましたが、なかなかそうもいかなくなり
まして今日の会ということになりました。まずは、お世
話をいただきました幹事の皆様に厚く御礼を申し上げ
たいと存じます。そして、沢山の皆様方が貴重な時間を
取って下さいましてご出席をいただきました。誠に有難
く思うと同時に大変に恐縮もいたしております。
　私事でございますが、数年前から己の出処進退を見
誤らないよう、そして皆様に迷惑をかけないようにその
時機を逸してはならないと自分に言い聞かせながら過ご
してきまして、昨年すでに古希を迎えました。
　平成23年、今は亡き奥清前理事長から後任を託した
いとの突然のお話がございましたが、もとより人格、
識見ともに奥先生とは比べようが無く、その任にあらず
ということは重々承知をしておりましたが、断るに断り
きれず誠に非力ながらその職を引き受けることになり
ました。当然、自分の力量は、十二分に承知をしており
まして、当初から皆様のご期待に沿うことは出来ないと
自覚をしておりましたので皆様にご迷惑をかけることが
ないよう心がけながら、少しでも陽風園が良くなるよう
にと、ただただ、職員の皆様と共に一生懸命仕事に励ん
でいくことだけが唯一できることであるとの思いで理事
長職に就任したことは事実であります。
　以来７年間余、幸いにも良き職員の皆様に恵まれ、
多くの方々のあたたかいご指導、ご鞭撻を賜りながらこ
れまで勤めさせていただきました。取り分け、安田隆明
先生の遺言であり、奥先生からその執行を命じられまし
た本園改築整備事業の建設工事が、皆様ご承知のとおり、
足掛け７年を掛け、昨年秋、無事竣工をいたしました。
これからは陽風園の将来を見据えて、この新しい器に
ふさわしい更なる発展を期していく必要がございます。

加えて、社会福祉法人を取り巻く社会環境や陽風園の
事業経営環境が大変に厳しい状況下にありますことから
も、力量のある立派な方を新しい理事長としてご就任
いただき、新たな視点で事業運営を行っていくことが
最も肝要なことであると考えました。どうぞ、深いご
理解を賜りたいと存じます。
　創始以来、陽風園における奉仕活動は正に悠久の流れ
にございますが、その一瞬にご奉仕させていただく幸運
を得ることができたことは、私にとりまして誠に有難い
ことであったと今しみじみ感じております。この７年間
余、職員の皆様には、いつも、至らぬ理事長をお心に
掛けていただきお支えをいただきました。いたずらに
馬齢を重ね、勿論、力及ばずは多々ございましたが、
皆様のご教示、ご高配のお陰を持ちまして、及ばず
ながら微力な私自身の力は尽くせたと感じておりまして、
人生の中で最も幸せで充実した時を送ることができたと
思っています。また、利用者の皆様からも、毎日、あた
たかいお声がけをいただきました。本当に幸せ者で
あった、誠に果報者であったと、その喜びを噛み締めて
おりまして、改めて、皆様に深くふかく感謝と御礼を
申し上げる次第であります。
　そして、いつ、いかなる時や場所にありましても利用
者の方々にお心を寄せて、尽くして下さっておられます
職員の皆様のご苦労は、よくよく承知をしているつもり
であります。退任いたしましても、外野からとはなり
ますが、この陽風園が、そして、ここに働く職員が、
いかに素晴らしいか知っていただくよう努めていくこと
が、これからの私の仕事であると思っています。
　重ねて、これまで至らぬ理事長をお支え下さりながら
職務にご精励をいただきました皆様に何度でも厚くあつ
く御礼を申し上げ、本日、ご参会いただきました皆々様
の今後、益々のご健勝、ご多幸を心よりお祈りすると
共に私どもの陽風園が更なる飛躍あらんことをご祈念
申し上げまして御礼の言葉といたします。有難うござい
ました。本当に、有難うございました。

古　田　秀　一第11代理事長

greet

皆様、こんにちは。
greet

古田秀一第11代理事長の離任式が6月28日に執り行われ
ました。その際に述べられた謝辞全文を掲載いたします。
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に全力を尽くしてまいりますので、ご指導・ご鞭撻を
よろしくお願いいたします。
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greet

就任のご挨拶

竹　元　　　勝
向陽苑崎浦　施設長

　７月１日に陽風園の理事長に就任しま
した糸屋吉廣です。よろしくお願いします。
　140年を超える陽風園のなりたちから
現在の状況や今後の課題などを職員から

聞き、併せて多くの施設を見て回りました。約1,000人の入
居者、年間延べ83,000人を上回る利用者、約530人の職員
を抱えるこの陽風園の歴史の重みと、救護施設、介護老人
福祉施設、障害者支援施設から認定こども園等々まで経営
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　この３月まで公益財団法人金沢市スポーツ事業団の理事
長として３年間勤めました。事務局がある金沢市総合体育
館の午前中は元気な高齢者で一杯です。80歳代のおばあ
ちゃんが底冷えする冬の体育館で、半袖で卓球やバレーボー
ルに汗をかいています。昼間はお母さん方のテニス教室、
夕方は幼稚園や学校帰りのキッズやジュニアの時間です。
夜間は仕事帰りの社会人が疲れを癒し明日のエネルギーを
充填するたまり場で、明るい笑い声が一日中体育館に広がっ
ています。軽い事故や怪我は日常茶飯事で、それはスポーツ
をする者の自己責任で片付けられます。

　先日、入居者が思いがけずに転倒した報告書が回って
きました。軽い怪我だったのですが家族への連絡や病院へ
の搬送・受診、何故起きたのかの考察や今後の注意点など
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市民参画、防災・安全、人事、教育、ガス・水道などです。
そして、多様な仕事を通してその向側にいる市民の皆様や
産業界などの皆様とお付き合いをさせて頂き、自分なりに
成長してきたと思っています。
　ただ、福祉の経験はありませんでした。私が係長時代の
30数年前に尊敬する先輩から「これからは福祉の時代」と
のお話を伺い、一度は福祉の仕事をしてみたいと思っていま
した。今、思いがけず福祉の仕事に携わることになりました。
この仕事が私の人生最後の仕事になると思います。人生の
最後に福祉にめぐり合う事が出来ました。「人事は人と時の
巡り合わせ」そんな出会いに感謝を忘れず、職員と一緒に
陽風園の150年へ向けて微力を傾けて参りたいと考えて
います。皆様の陽風園に対するご理解ご支援をこれまで
同様、心からお願い申し上げまして就任にあたっての挨拶と
いたします。

糸　屋　吉　廣
理 事 長

松　倉　剛　弘
事務局次長

　本日、皆様方のご厚意を賜り身に余る立派な離任の
式を催して下さいました。誠に有難うございます。本来
ならば、去る者は静かに消え去るのみというのが、個人
的な理想でありましたが、なかなかそうもいかなくなり
まして今日の会ということになりました。まずは、お世
話をいただきました幹事の皆様に厚く御礼を申し上げ
たいと存じます。そして、沢山の皆様方が貴重な時間を
取って下さいましてご出席をいただきました。誠に有難
く思うと同時に大変に恐縮もいたしております。
　私事でございますが、数年前から己の出処進退を見
誤らないよう、そして皆様に迷惑をかけないようにその
時機を逸してはならないと自分に言い聞かせながら過ご
してきまして、昨年すでに古希を迎えました。
　平成23年、今は亡き奥清前理事長から後任を託した
いとの突然のお話がございましたが、もとより人格、
識見ともに奥先生とは比べようが無く、その任にあらず
ということは重々承知をしておりましたが、断るに断り
きれず誠に非力ながらその職を引き受けることになり
ました。当然、自分の力量は、十二分に承知をしており
まして、当初から皆様のご期待に沿うことは出来ないと
自覚をしておりましたので皆様にご迷惑をかけることが
ないよう心がけながら、少しでも陽風園が良くなるよう
にと、ただただ、職員の皆様と共に一生懸命仕事に励ん
でいくことだけが唯一できることであるとの思いで理事
長職に就任したことは事実であります。
　以来７年間余、幸いにも良き職員の皆様に恵まれ、
多くの方々のあたたかいご指導、ご鞭撻を賜りながらこ
れまで勤めさせていただきました。取り分け、安田隆明
先生の遺言であり、奥先生からその執行を命じられまし
た本園改築整備事業の建設工事が、皆様ご承知のとおり、
足掛け７年を掛け、昨年秋、無事竣工をいたしました。
これからは陽風園の将来を見据えて、この新しい器に
ふさわしい更なる発展を期していく必要がございます。

加えて、社会福祉法人を取り巻く社会環境や陽風園の
事業経営環境が大変に厳しい状況下にありますことから
も、力量のある立派な方を新しい理事長としてご就任
いただき、新たな視点で事業運営を行っていくことが
最も肝要なことであると考えました。どうぞ、深いご
理解を賜りたいと存じます。
　創始以来、陽風園における奉仕活動は正に悠久の流れ
にございますが、その一瞬にご奉仕させていただく幸運
を得ることができたことは、私にとりまして誠に有難い
ことであったと今しみじみ感じております。この７年間
余、職員の皆様には、いつも、至らぬ理事長をお心に
掛けていただきお支えをいただきました。いたずらに
馬齢を重ね、勿論、力及ばずは多々ございましたが、
皆様のご教示、ご高配のお陰を持ちまして、及ばず
ながら微力な私自身の力は尽くせたと感じておりまして、
人生の中で最も幸せで充実した時を送ることができたと
思っています。また、利用者の皆様からも、毎日、あた
たかいお声がけをいただきました。本当に幸せ者で
あった、誠に果報者であったと、その喜びを噛み締めて
おりまして、改めて、皆様に深くふかく感謝と御礼を
申し上げる次第であります。
　そして、いつ、いかなる時や場所にありましても利用
者の方々にお心を寄せて、尽くして下さっておられます
職員の皆様のご苦労は、よくよく承知をしているつもり
であります。退任いたしましても、外野からとはなり
ますが、この陽風園が、そして、ここに働く職員が、
いかに素晴らしいか知っていただくよう努めていくこと
が、これからの私の仕事であると思っています。
　重ねて、これまで至らぬ理事長をお支え下さりながら
職務にご精励をいただきました皆様に何度でも厚くあつ
く御礼を申し上げ、本日、ご参会いただきました皆々様
の今後、益々のご健勝、ご多幸を心よりお祈りすると
共に私どもの陽風園が更なる飛躍あらんことをご祈念
申し上げまして御礼の言葉といたします。有難うござい
ました。本当に、有難うございました。

古　田　秀　一第11代理事長

greet

皆様、こんにちは。
greet

古田秀一第11代理事長の離任式が6月28日に執り行われ
ました。その際に述べられた謝辞全文を掲載いたします。



感 謝 録
◆ ボランティア

●鞍月スポーツクラブ　　　●真宗ビハーラの会石川

●ひまわり会　●末日聖徒イエスキリスト教会

●PL有志（ひまわりの会）　●笑いヨガ石川

●ひだまりグループ　　　　●あやめの会

●踊りの会　　　　　　　　●いなば生花店

●新畑ミュージック企画　　●みんよう麻の会

●オカリナフレンズ・ブルーマウンテン

●いしかわ・金沢風と緑の楽都音楽祭実行委員会

●いしかわ・金沢風と緑の楽都音楽祭実行委員会

●石坂　節子　　　●西村　コト

●岡崎ひろ子　　　●酒井　善章　　　●清水　良子

●西浜　正子　　　●久村　雅子　　　●勝尾外美子

●錦織　安子　　　●岡　　加代　　　●中野　吉隆

●荒木　　實　　　●高窪千寿子　　　●村尾　和子

●中日新聞社会事業団　北陸支部　●西原物産㈱

●山河由喜枝

●その他匿名31名

２月～４月

◎ 実習・体験
専門学校アリス学園・介護実習１（万陽3名）
金沢福祉専門学校・介護実習Ⅱ（万陽1名）
北陸大学・教育職員免許法の特例に基づく介護等体験
　　（プラザ1名）
石川県社会福祉協議会・石川県介護支援専門員
　　実務研修（プラザ1名）
金城大学・2017年度ソーシャルワーク実習（三陽1名）
金城大学・社会福祉相談援助実習（ハビリ1名）

◎ 施設開放
＜本園研修室等＞
三口新町第一町会　　三口新町東町会
三口新町南町会

金沢大学・介護実習（三陽1名）
仁愛女子短期大学・職場体験（みずき1名）

◎ 社会貢献活動
内川スクールサポート隊（第三・ハビリ）
崎浦クリーン作戦（本園）

ご厚意ありがとうございました。

（順不同・敬称略）
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言葉だと　思えど意味の　聞き取れぬ
あなたの声に　心を澄ます

花ひとつ　翁の像に　手を合わす
後姿に　我も一礼

いしかわ・金沢風と緑の
楽都音楽祭

ひまわり会

オカリナフレンズ
ブルーマウンテン

みんよう麻の会

あやめの会


